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愛知県立旭丘高液 (笹尾幸夫校長)が こ

のほど、 「国際バカロレア (IB)の 趣旨

を踏まえた教育の推進に関する調査研究J

(平成 24～26年度 )と 「ス
ーパーグローバ

ブレ イヽスクール (sGH)J(26年 度～)

に関する成果報告会を開催 した。全人格的

発
」
。
デ
ィ
プ
ロ
マ
　
ブ

ロ
グ
ラ
ム

（
Ｄ
Ｐ
）
の
中

核
的
存
在
で
、
物
事
を
多

様
な
観
点
か
ら
考
察
す
る

力

（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
　
シ

ン
キ
ン
グ
）
を
身
に
付
け

さ
せ
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
が
、
日
本

の
学
目
指
導
要
額
に
Ｉ
Ｂ

の
趣
旨
を
取
り
入
れ
、
寝

業
改
善
に
有
効
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
あ
る
と
考
え

た
。実

際
に
２５
年
度
は
現
代

文
、
公
民

（倫
理
）
と
英

語
に
よ
る
総
合
的
な
学
雷

の
時
間
、
２６
年
度
は

「
総

合
的
な
学
習
」
に
お
い
て

Ｔ
Ｏ
Ｋ
の
趣
旨
を
踏
ま
え

グローバル人材に求められる力やゼミに言加 しての感想

について意見を交わすゼミ生たち

報
告
会
で
は
、
ゼ
ミ
生

が

「
韓
国
の
高
校
生
の
英

矯
力
の
高
さ
や
英
語
で
討

論
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、

日
蒔
両
国
に
は
歴
史
問
題

に
対
す
る
認
識
の
違
い
が

あ
る

一
方
で
共
通
す
る
点

力
、
論
文
作
成
能
力
な
ど

も
多
い
こ
と
な
ど
、
多
く

を
高
め
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
こ
と
を
直
接
実
感
で
き

を
積
極
的
に
継
続
導
入
し

た
」
と
１
年
間
の
活
動
を

な
が
ら
、
海
外
で
の
課
題

振
り
返
り
、

「
こ
の
経
験

研
究
な
ど
に
よ

っ
て
国
際

を
学
習
や
進
時
に
生
か
し

感
覚
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り

抱
負
を
語
っ
た
。

組
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
同
校
で
は
、
本
年
度
も

昨
年
度
は
、
１
、
２
年

台
湾
で
海
外
巡
検
を
実
施

生
の
中
か
ら
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ゼ
ミ

す
る
他
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校

生
を
募
集
。
そ
の
中
か
ら

生
と
の
合
同
サ
マ
ー
セ
ミ

論
文
選
考
な
ど
に
よ

っ
て

ナ
ー
や
英
国
ケ
ン
ア
リ
ッ

３０
人
が
選
ば
れ
、
毎
週
火

ジ
十
奎
子
で
の
簿
学
研
修
と

曙
国
の
放
課
後
に
行
う
ゼ

い
っ
た
多
様
な
体
験
機
会

ミ
形
式
の
学
習
会
や
国
内

を
設
け
て
、
事
業
を
発
展

（大
阪
　
東
京
）
巡
検
、
　
さ
せ
て
い
く
予
定
だ
。

韓
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

　

旭
丘
高
校
――
曇
０
５
２

１
ク
に
参
加
し
た
。
　
　
　
　
７
２
１
　
５
３
５
１

特別支援毒機

回判
批と

的
思
考
力
を
持
つ

グ

―
バ
ル
人
材
育
成

「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の

た
授
業
を
展
開
。
授
業
で

教
科
検
断
的
な
内
容
理
解

趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
の

は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を

を
目
指
し
た
。

推
進
に
関
す
る
調
査

研

活
用
し
て
２
千
字
程
度
の

　

▲≧
す
卒
業
し
た
受
護
生

究
」
に
お
い
て
同
校
が
取

エ
ッ
セ
ー
を
書
い
た
り
、
　
従
か
ら
は

「
す
３
く
大
変

り
組
ん
だ
の
は

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

討
論
　
フ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

だ
っ
た
け
れ
ど
、
国
内
の

（
Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
ョ
ン
を
し
た
り
と
、
自
ら

大
学
入
ま
に
も
役
に
立

っ

Ｋ

ｎ
Ｏ
ｗ
ｉ

ｅ
ｄ
ｇ

の
考

え
を
ア
ウ
ト
フ
ッ
ト

た
」

「
考

え
る
こ
と
に
つ

ｏ
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

す
る
活
動
を
多
く
取
り
入

い
て
考
え
る
の
は
画

日
い

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
研
究
開

れ
、
嘗
語
技
術
の
向
上
や

授
業
だ

っ
た
」

「
フ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
英

　

せ
月
に
４
泊
５
日
で
実

語
は
こ
れ
か
ら
も
不
可
欠

施
し
た
韓
国
巡
検
で
は
、

に
な
っ
て
く
る
と
思

つ
」

同
国
内
で
７
校
し
か
な
い

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

国
際
高
校
の

一
つ
、
一局
陽

た
と
い
う
。
ま
た
、
生
徒

国
際
高
校
の
生
徒
と
交

の
自
己
評
価
に
よ
る
調
査

流
。
約
２
時
間
半
に
及
ん

結
果
か
ら
は
、
批
判
的
思

だ
意
見
交
換
会
で
は
、

考
力
の
向
上
に
よ

っ
て
自
　
「
日
韓
の
高
校
生
意
識
銅

己
を
も
批
判
的
に
見
る
よ

査
」
に
基
づ
く
共
通
点
や

う
に
な
っ
た
と
の
傾
向
も

相
違
点
、
格
差
の
拡
大
や

見
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
少
子
高
齢
化
問
題
、
歴
史

◇
　
　
　
　
　
認
識
な
ど
両
国
が
抱
え
る

２６
年
度
か
ら
始
ま

っ
た

現
実
問
題
に
つ
い
て
、
互

Ｓ
Ｃ
Ｈ
事
業
で
は
、
Ｉ
Ｂ

い
の
見
解
の
相
違
を
理
解

研
究
で
開
発
し
た
国
際
水

し
た
上
で
協
力
し
て
解
決

準
の
批
判
的
思
考
力
、
ブ

し
て
い
く
た
め
の
方
策
を

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能

話
し
合

っ
た
。

完成教育 (全人教育)を 教育方針に掲げる

同校は県内有数の伝統校。本年度以降は I

B研 究の成果と課題を SGH事 業に,き 継

き、自ら学ぶ姿勢 態 度や批判的思考力を

兼ね備えた国際感覚豊かなグロ
ーバル リ

ーダーの育成を目指 してい く。

海
外
巡
検
通
じ
国
際
感
覚

プ
レ
ゼ
ン
や
論
文
で
表
現
力


